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Ⅰ はじめに 

 

 酒は元来神聖なもので，酒造りは神事であっ

た。それは出雲神話に登場する「八岐大蛇（や

またのおろち）伝説」や「出雲風土記」に神聖

なものとして酒が登場することからも伺うこ

とができる。 

 「八岐大蛇伝説」とは，村の娘たちを食らう

八岐大蛇を，スサノヲが酒で酔わせて退治する

という内容である。ここで登場する酒は八醞
やしおりの

酒
さけ

といい，いったん熟成したもろみを搾って濾

過し，その酒でさらに仕込むという作業を繰り

返した酒である。したがって，非常に高度な技

術を要すると言われている。 

 次に「出雲風土記」では，酒に関する地名説

話として，出雲市小境町に鎮座する佐香神社に

ついて書かれている。ここでは，風土記の佐香

郷の郷名由来を，「佐香の河内に百八十
も も や そ

神
かみ

等
たち

集

い坐
ま

して，御厨
みくりや

建て給ひて，酒醸させ給ひき。

即ち百八十日さかみづきして解散
あ ら

け坐しき。故，

佐香と云ふ」としている。つまり，この地の河

に囲まれた地域に大変多くの神が集まられ，酒

を醸造する小屋を建てて酒を造らせた。そして，

ずいぶんと長い期間、毎日さかみづき（酒浸り）

になって，解散された。したがって，この地を

「さかみづき」のサカから佐香と呼ぶようにな

った，というのである。(速水, 1987) 

さて，ここで紹介した佐香神社を含め，出雲

地域には酒造免許を持った神社が 2 社ある。出

雲大社と佐香神社である。これは酒造税法が制

定された明治 29 年以降、全国的にもかなり稀

なことであり，そのため酒と神社に関する研究

はこれまで数多く行われてきた。例えば，加藤

(1979)は出雲風土記による地名話から，佐香神

社の祭神である久斯之
く し の

神
かみ

を酒の神と明確に位

置づけた上で，濁酒祭りとの関わりを詳細に考

察した。（加藤, 1979.「濁酒を造る神社」）また，

速水(1987)は神話の「出雲」と酒造りについて，

加藤と同様に記紀や風土記を考察し，古代の酒

と現存する濁酒の関係について言及している。

さらに，現在も続く佐香神社の神事「どぶろく

祭り」と地名説話から，サカの名がついた土地

が出雲地方の酒の中心地であったとし，出雲杜

氏の出生とも関連づけて説明している。（速水, 

1987.「出雲神話と酒造り」）堀江(2012)は，日

本酒の歴史を中心に，これに深く関連する中国

大陸と朝鮮半島の酒造史にも言及している。ま

た，中国・朝鮮の酒と，出雲大社で古伝新嘗祭

に用いられる酒の仕込み配合を比較し，前述の

八醞
やしおりの

酒
さけ

をはじめとする出雲地域に伝わる酒の

ルーツも推論している。（堀江, 2012．『日本酒

の来た道歴史から見た日本酒製造法の変遷』） 

このように，神社における酒造が現代に残る

出雲地域であるが，実際に普段人々が口にする

酒は神社で造られた酒ではなく，酒造所で造ら

れた酒である。伝統を維持する神社と酒造技法

の改良を進めてきた酒造所。現在，これらは個

別に酒造りを行っているのか，あるいは酒造過

程において何らかの関係があるのか。こうした

酒造所と神社との関係についてはこれまで十

分な調査が行われておらず，不明確な部分が多

い。そこで，本稿では現在出雲市に存在する酒

造所と神社との間に何か関係があるか，あると

すればどのような関係があるのかを明らかに

する。 

 

Ⅱ 調査地域の概要 

 

 出雲市は島根県の東部に位置し（図 1），北

部は国引き神話で知られる島根半島，中央部は
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Q1：創業・立地の由来 

Q2：昔から伝わる酒種や製法 

Q3：出雲大社・佐香神社に酒を奉納してい

るか。 

Q4：奉納が始まったのはいつからか。 

Q5：どのように奉納しているか。 

Q6：佐香神社の濁酒祭りにはどう関わって

いるのか。 

Q7：奉納することの意味（利益目的/伝統） 

Q8 

出雲平野，南部は中国山地で構成されている

（図 2）。出雲平野は，中国山地に源を発する

斐伊川と神戸川の二大河川により形成された

沖積平野で，斐伊川は平野の中央部を東進して

宍道湖に注ぎ，神戸川は西進して日本海に注い

でいる。日本海に面する島根半島の北及び西岸

は，リアス式海岸が展開しており，海，山，平

野，川，湖と多彩な地勢を有している。 

 また出雲市は東西約 30ｋｍ，南北約 39ｋｍ

の範囲に広がり，面積は 624.13Ｋ㎡（平成 24

年現在）で全県面積の 9.3％を占めている。 

 

図 1 出雲市の位置 

 

図 2 出雲市の地形 

 

出雲地域（旧出雲国），日本海を挟んで中国大

陸に面しており，古代から黒潮（対馬海流）に

乗って大陸から様々な文化，技術が伝えられて

きた。水稲稲作文化も大陸から伝わり，日本酒

造りの源流も農耕文化とともに渡来したとさ

れている。（堀江, 2012） 

出雲地域には５つの酒造所が存在する。旭日酒

造，板倉酒造，酒持田本店，富士酒造，古川酒

造である。今回は，調査協力の得られた旭日酒

造，酒持田本店，古川酒造の３つの酒造所（図

3）に焦点を当て，出雲大社と佐香神社との関

わり方，その違いを明らかにする。 

 

図 3 酒造所と神社の位置関係 

①旭日酒蔵 ②酒持田本店 ③古川酒造 

④出雲大社 ⑤佐香神社 

 

Ⅲ 調査方法 

 

 本稿では，酒造所（旭日酒造，酒持田本店，

古川酒造）に直接出向いての聞き取り調査と，

新聞や各酒造所から頂いた参考資料などによ

る文献調査を行った。調査期間は 2012 年 9 月

24~26 日の 3 日間である。また，各酒造所に

よって神社との関わり方に差異があり，一貫し

た回答が得られないと考え，今回は神社への聞

き取り調査は行っていない。各酒造所への聞き

取り調査の質問項目は以下の通りである。 

 

表１ 各酒造場への質問項目 
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Ⅳ 出雲地域の酒造所と神社 

 

Ⅳ－1  酒造所の概要 

古川酒造：創業は天保１１(1840)年。出雲市大

社町に立地している。寛文７(1667)年の出雲大

社の御造営時に，先祖が宮大工の一員として携

わったと伝えられる。その後は代々神職だった

が，天保 11 年に酒造業に転じ，以来 6 代にな

る。先祖が出雲大社の神職で，また御神酒を用

達することから，店の入り口にしめ縄を備えて

いる（写真１）。また，神前に供えられる酒を

奉納しているため，店には瓶子
へ いじ

という酒を入れ

てつぐのに用いる器が数多く並んでいる（写真

２）。 

 

写真１ 古川酒造の入り口にあるしめ縄 

 

写真 2 古川酒造に並ぶ瓶子 

 

旭日酒造：創業は明治 2（1869）年。佐藤家 6

代目の嘉兵衛が酒造業を始めた。出雲市今市町

に立地している。代表的な銘柄は「十字旭日」。

これは明治 40年に大正天皇の山陰地方巡行の

折りに献上された酒が「天下一品の美酒なり」

と賞賛され「旭日」の揮毫
き ごう

を受けたことに始ま

る。近年，古酒の分野にも力を注いでいる。 

酒持田本店：創業は明治 10（1877）年。出雲

市平田町にある雲州平田木綿街道沿いに立地

している。持田家の三代栄太郎が興した「持田

栄太郎商店」が造り酒屋の始まり。「広く一般

に嗜好される酒」を目標に，理論と実験に最も

適合する方式を研究・応用している。長男邦蔵

（四代）を大蔵省直営の醸造研究所に学ばせ、

新式速醸方式を導入した。 

 

Ⅳ－Ⅱ 神社における酒造の概要 

出雲大社：出雲大社は出雲市大社町にある。出

雲大社の酒造り発祥の詳細は平安時代の火災

で記録が残っていないため，定かではない

（2012.1.8 朝日新聞）。しかし，平成 21 年に

出雲平野では紀元前 1 世紀～紀元 2 世紀にか

けての朝鮮半島の土器が数多く出土し，当時朝

鮮半島との交流が盛んであったことがわかっ

た。したがって，出雲大社の酒はこれらの影響

を受けた酒だと考えられている（堀江, 2012）。 

古事記・日本書紀によれば，出雲大社の祭神

大国主命が酒の神とされており，祭事の時は出

雲大社で造ったお酒が神に供えられる。そもそ

も出雲大社は毎日が御日
ご にっ

供
く

という祭礼であり，

出雲大社で造られたお酒が日々神前に供えら

れている。中でも，毎年 11 月 23 日にある「古

伝新嘗祭」はもっとも大きな祭礼である。そこ

では「一夜酒」という太古から伝わる酒が供え

られる。この祭儀はその年の秋の収穫を祝い，

翌年の豊穣を祈願して，その年に獲れた米で造

った酒を人々に振る舞う風習が今に伝わった

ものと言われている。一夜酒は，祭儀後に一般

の人にも振る舞われる。 

このような出雲大社で造られる御神酒は

「御供所
ごくうしょ

」とよばれる出雲大社内の建物で造ら

れる。神酒を造るのも１つの祭事であり，祭儀

課が司っている。 

佐香神社：佐香神社は出雲市小境町にある。前

述の通り，佐香神社は出雲国風土記の地名説話

として登場するため，酒造りのメッカであった

と言われている。したがって，サカという地名

が，佐加から佐香，古佐香井，古酒恵，濃酒井 
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と変遷し，今日の小境という全く酒とは無関係

の地名となっている。(速水, 1987) 

佐香神社の祭神，久斯之
く し の

神
かみ

の出所は明らかでは

ないが，加藤(1987)は「久斯＝くすり＝さけの

意，したがって明らかに酒の神」だとしている。

当社の酒造りは毎年 10月 13日に行われる「ど

ぶろく祭り」のために行われる（図 3）。この

奉納神事は 14世紀中期ころから伝承されてい

る由緒ある行事であり(加藤,1987)，神前に酒

桶を奉納し，酒造関係者一同がその年の酒造安

全を祈願するものである。出雲大社と同様、祭

儀の後は，一般の人にも濁酒が振る舞われる。 

 

図 4 どぶろく祭りのポスター 

 

 

Ⅴ 考察 

Ⅴ－１ 酒造所と神社との関係 

聞き取り調査の結果から，調査対象となってい

る酒造所と神社と間には，立地，酒の名前，酒

の奉納，神事への参加，商業的関わり，伝統的

関わり，醸造過程の点から関係があることが明

らかとなった（表２）。 

 

 

 

 

表２ 酒造所と神社との関係の有無 

（◎：大変有○：有×：無） 

表 3 は，立地，酒の名前，酒の奉納，神事へ

の参加，商業的関わり，伝統的関わり，醸造過

程での関わりの７つの項目ごとに聞き取り調

査の結果を表している。「立地」は酒造所の立

地由来、および神社との位置関係である。また

「商業的」とは，神社と酒造所の間に商業利益

につながる関わりがあるかどうかを示し，「伝

統的」とは神社と酒造との関わりが，先祖代々

伝わってきたものであるかどうかを示したも

のである。 

 

Ⅴ－１（１）出雲大社と酒造所との関わり 

各酒造所とも奉納と神事を中心として出雲

大社と伝統的な関わりがあることがわかった

（表 3）。奉納に関しては，どの酒造所も家内

安全，酒造安全を祈願し，感謝の意をこめて奉

納する。しかし，奉納が始まった由来は酒造所

によって様々である（表４）。 

古川酒造は，前述の通り先祖が造酒司
さけのつかさ

という

神職に就いていた。造酒司
さけのつかさ

は，出雲大社で酒造

りをする役職であったが，それが今の古川酒造

のある場所に独立し，酒造業に転じた。そのた

め，出雲大社の御用達として御神酒を奉納する

ようになったのだという。その奉納の起源は不

明であるが，古川酒造の伝統として，代々受け

継がれてきた。 

酒持田本店は，初代が神道を信仰していたこ

とが，酒の奉納の由来だという。したがって，

奉納は明治 10（1877）年頃から始まったとい

える。 

旭日酒造に関しては，出雲大社への奉納の起源

や由来は不明であった。しかし，他の酒造所と

同様，旭日酒造の伝統として，先祖代々酒を奉

納してきた。 

 古川酒造 酒持田酒造 旭日酒造 

出雲大社 ◎ ○ ○ 

佐香神社 ○ ○ ○ 
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表 3 観点別でみた酒造所と神社との関わり方 

 

表４ 酒造場と神社との具体的な関わり 

（○：有×：無） 

また，酒持田本店と旭日酒造において，この

奉納は商業利益目的でないことがわかった。旭

日酒造の副杜氏は，「感謝と祈りの意を込めて

神様に捧げるものであって，商業的利益を目的

とするものではない」と話していた。したがっ

て，これらの酒造所にとって，酒の奉納は営利

を目的としない，いわば精神文化として，代々

受け継がれてきたものだと言える。一方，古川

酒造は出雲大社に御神酒を用達しており，商業

的な関わりがあることがわかった。これは，古

川酒造に特徴的なことだといえる。 

商業的なつながり以外にも「立地」と「酒の

名前」における関わり方が，酒の名前に大国主

命の別名「八千矛（やちほこ）」をつけている

古川酒造のみ特徴的である。図２からもわかる

とおり，古川酒造は出雲大社のすぐ近くに立地

している。これは，造酒司
さけのつかさ

が酒造業に転じたこ

とに由来していると共に，古川酒造で造る酒が

出雲大社の御用達であることとも大きく関わ

っていると考えられる（表 3）。歴史的な背景

が立地や酒の名前に反映しているといえる。 

「神事への参加」とは，毎年 11 月に行われ

る「古伝新嘗祭」への参加のことを指す。出雲

地域の酒造所はその祭礼に呼ばれ，神事に参加

する。今回調査した 3 酒造所とも，神事に参加

していることがわかった（表 3）。 

その一方で，醸造過程において出雲大社と酒

出雲大社との関わり 立地 酒の名前 酒の奉納 神事への参加 商業的 伝統的 醸造過程 

古川酒造 ○ 「八千矛」 ○ ○ ○ ○ × 

酒持田本店 × × ○ ○ × ○ × 

旭日酒造 × × ○ ○ × ○ × 

佐香神社との関わり 立地 酒の名前 酒の奉納 神事への参加 商業的 伝統的 醸造過程 

古川酒造 × × ○ ○ × ○ × 

酒持田酒造 × 
「佐香錦」 

「濃酒井」 
○ ○ × ○ ○ 

旭日酒造 × 
「純米吟

醸佐香錦」 
○ ○ × ○ ○ 

 出雲大社 佐香神社 

 

 

 

古川 

酒造 

・先祖が出雲大社の

宮大工、造酒司 

・御神酒を御用達 

・酒の名前「八千矛」 

・店には瓶子が並ぶ 

・12月初旬に安全祈

願のため参拝 

・秋の出雲大社の神

事に呼ばれる 

・御神酒を奉納 

・毎月 13日に参拝 

・どぶろく祭り参加 

 

 

酒持田 

本店 

・初代が神道を信仰

していた 

・御神酒を奉納 

・秋の出雲大社の神

事に呼ばれる 

・御神酒を奉納 

・毎月 13日に参拝 

・どぶろく祭り参加 

・濁酒の会で佐香神

社の維持管理。 

・酒の名前「佐香錦」 

 

 

 

 

旭日 

酒造 

・御神酒を奉納 

・秋の出雲大社の神

事に呼ばれる 

・御神酒を奉納 

・毎月 13日に参拝 

・どぶろく祭りで濁

酒造りに携わる。 

・酒造シーズンが始

まる前は安全祈

願に参拝 

・酒の名前 

「純米吟醸佐香錦」 
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造所の間には一切の関わりがないことも明ら

かとなった。このことから，醸造と酒造所を招

いての神事が切り離されていることがわかる。 

 

Ⅴ－１（２）佐香神社と酒造場との関わり 

 出雲大社と同様，３酒造所で奉納と神事を

中心として佐香神社と伝統的な関わりがある

ことがわかった（表 3）。どの酒造所も奉納の

起源は不明だとしているが，酒の神が祀られて

いる佐香神社に酒を奉納する伝統は、先祖代々

続いている。また，この伝統的な関わりは商業

目的でないことが，３酒造所に共通している。

古川酒造にとっての出雲大社のように，「御用

達の品」として奉納するのではなく，どの酒造

所も酒造安全と酒造所の今後の発展を祈願し

て奉納するのだという。立地的な関わりと商業

的な関わりの有無が対応していることからも，

これを裏付けることができる。 

3 酒造所に共通する「神事への参加」とは，

どぶろく祭りにおける「酒造安全祈願祭」（図

4）への参加である。ここでは，出雲地域の酒

造所の杜氏たちが集い，濁酒を回し飲みして酒

造安全を祈願するという。また，10 月 13 日に

限らず，毎月 13 日にも出雲杜氏たちが佐香神

社に参拝する慣わしになっている。調査した 3

酒造とも，毎月 13 日に参拝していることがわ

かった。この他に，旭日酒造では酒造シーズン

が始まる前にも参拝する。酒の名前に関しては、

酒持田本店と旭日酒造で佐香神社にちなんだ

名前をつけていた（表 3）。また，酒持田本店

と旭日酒造は佐香神社における濁酒の醸造過

程に携わっていることでも共通している。 

このことから，酒持田本店と旭日酒造は佐香

神社とより深い関わりがあると共に，元来，神

社が独自に行っていた酒造過程に酒造所も関

与するようになったことが明らかとなった。 

 

Ⅴ－２ 出雲大社と佐香神社の酒造りの違い 

 出雲大社も佐香神社も自社で酒造りを行う

点では共通している。また，その酒造りが秋例

祭の際に行われる点，そこで造られた酒が一般

の参拝者にも提供される点でも共通している

（表５）。秋例祭とは，出雲大社では古伝新嘗

祭，佐香神社ではどぶろく祭りにあたる。これ

は，その年の収穫を祝い，その年に獲れた米を

使って酒を造り，それを人々に振る舞うという

新嘗祭の名残である。したがって，出雲大社で

も佐香神社でも祭事の後には，参拝に来た市民

にも神社で造られた酒が振る舞われる。 

 しかし，前述の通り，酒造所との関わり方は

両神社で異なることがわかった（表５）。出雲

大社では，神官による神事と共に酒造りが行わ

れ，醸造過程で酒造所との関わりを持たない。

これに対し，佐香神社では毎年持ち回りで酒造

所が濁酒造りを手伝っている。また，出雲大社

では女性杜氏の神事への参加が認められない

のに対し，佐香神社では女人禁制がない。元来，

神社における酒造りは神聖な行事で，神社関係

者しか酒造に携わることはない。加えて，女性

の神事への参加も，その神聖さ故に認められて

はいない。出雲大社においては，その伝統が厳

格に守られていることが，調査の結果から明ら

かになった。佐香神社でも，もともとは宮司が

酒造りをしていたが，近年は地元の杜氏が醸造

過程に関わり，ともに濁酒造りにあたっている。 

 

表 5 出雲大社と佐香神社の酒造りの違い 

 

各酒造所と神社との関係は伝統的なものであ

り，その関係を変化させつつも先祖代々受け継

がれてきたものであることがわかった。このよ

うに酒の奉納や神事への参加が，何の強制力も

ないにも関わらず続いてきた背景には，精神文

化的側面の他に，何かしらの要因があるはずで 

 自社で  

造る  

酒造りの過程での

酒造所との関わり  

一般へ

の提供 

女 性 の 神事

へ の 参 加  

出雲大社 ○ × ○ × 

佐香神社 ○ ○ ○ ○ 
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表 6 神社への奉納が続いた要因 

 

ある。表６には，聞き取り調査から考えられる

要因をまとめた。 

 出雲大社への酒の奉納が続いた要因，あるい

は奉納を続ける利点としては，商業的なつなが

りがあるといえる。特に古川酒造は，出雲大社

の御用達の品として御神酒を奉納しており，こ

れは双方の需給が一致している。また，出雲大

社に奉納することで，全国各地から奉納用の御

神酒の注文が来ることがあるという。これは，

出雲大社の御祭神である大国主命が配祀
は いし

され

ている神社や信者が出雲大社の御神酒を買い

求めるためである。この注文は，古川酒造のみ

ならず，酒持田本店，旭日酒造にも来るそうで

ある。したがって，「出雲大社に奉納している」

事実を宣伝に用いることが商業的にプラスに

働いていると言える。実際に古川酒造ではホー

ムページ上にその旨が記載されている。 

 佐香神社への奉納が続いた要因としては，酒

造りの技術伝承の側面があると言える。聞き取

り調査と出雲杜氏組合のホームページから，

「出雲杜氏組合の酒造り技術伝承の一環とし

て醸造される酒が，どぶろく祭りで奉納される」

ことがわかった。つまり，どぶろく祭りが酒造

の技術伝承の取り組みの１つとして機能して

いるのである。このことは，少なくともどぶろ

く祭りへの参加を継続させる働きがある。した

がって，どぶろく祭りへの継続的な参加が，佐

香神社への奉納を継続させる要因となったと

考えられる。 

 

Ⅵ 結論と今後の課題 

 本稿では，出雲地域に存在する酒造所と神社

との間にはどのような関係があるのかを聞き 

 

取り調査から明らかにした。 

 

１．出雲地域の酒造所と出雲大社，佐香神社と

の間には，奉納や神事を中心に関わりがある。 

２．この関係が代々途絶えず続いた要因として，

以下の４つが考えられる。 

・酒造安全，家内安全を祈願しての精神文化が

根付いていること。（出雲大社・佐香神社） 

・出雲大社に奉納していることで生じるネーム

バリュー。（出雲大社） 

・出雲大社の御用達の品として御神酒を奉納し

ていること。（出雲大社） 

・出雲杜氏組合による日本酒造り技術を伝承す

る取り組みの一環。（佐香神社） 

 

今回は出雲地域の３つの酒造所に聞き取り

調査を行い，神社との関わりの傾向を考察した。

しかし，神社と酒造所との関係を正確に表すた

めには，より多くの酒造所に聞き取り調査を行

う必要があると感じた。また，今回の調査では

酒造所側からの聞き取り調査のみで，出雲大社，

佐香神社への聞き取り調査を行わなかった。そ

の結果，神事の様子や醸造過程での関わりなど

について，詳細に明らかにすることができなか

ったことが，反省点として挙げられる。 
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佐香神社 出雲杜氏組合による日本酒造り技術伝承の取り組みの一環。 
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